
  

News Release 

平成２７年 ２月 ５日 

市民講演会「水危機克服へ 讃岐からの国際協力」の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．日 時 

平成２７年２月１１日（水・祝）１３：３０～１６：００ 

（時間は都合により前後する可能性があります） 

 

２．場 所 

香川大学幸町キャンパス オリーブスクエア２階 多目的ホール（高松市幸町１－１） 

※駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用ください。 

 

３．プログラム （予定）  

 13:30 開会挨拶 副学長 板野俊文       

 13:35 基調講演 

        講演「気候変化とバングラデシュの人々の暮らし」 

                      NPO グラムバングラ 議長 S.I.カーン 博士 

講演「アジアの水問題と JICA の取り組み」 JICA 国際協力専門員 松本重行 

 14:50 さぬき発実践報告 

        ①香川県における JICA 研修 

        「アジア・アフリカ地域 農家組織によるため池を利用した地域の水管理」の取組と成果  

                      香川県農政水産部土地改良課 課長補佐 中村康明 

        ②「香川大学の新しい技術」 香川大学工学部 教授 末永慶寛 

        ③「オイスカの水協力」   オイスカ四国研修センター 所長 萬代保男 

        フリートーク なんでも Q＆A 

    16:00 まとめの挨拶 

 

※報道機関の方報道機関の方報道機関の方報道機関の方がががが取材にお越し取材にお越し取材にお越し取材にお越しいただくいただくいただくいただく場合は場合は場合は場合は、、、、下記までご連絡ください。下記までご連絡ください。下記までご連絡ください。下記までご連絡ください。    

 

 香川大学は、２月１１日に、国際シンポジウム「アジア太平洋地域の水危機に立ち向かう」の一

環として、市民講演会「水危機克服へ 讃岐からの国際協力」を開催します。 

 気候変動に伴って世界的な水危機が叫ばれるなか、水不足と戦った長い歴史を持つこの讃岐地方

から、水危機克服のための先端技術・英知を発信する国際協力を、香川大学も探求してきました。 

 講演会には、バングラデシュの NPO「グラムバングラ」を率いて農村開発を推進する S. I. カー

ン博士をお招きし、アジアの水危機の今を人の暮らしの視点から見つめます。カーン博士は、名古

屋大学で工学博士号を取得され、国連関係機関で長く働いた経験をお持ちで、日本語も堪能です。 

 日本の国際貢献がいかにアジアの水問題に深く取り組んでいるか、ＪＩＣＡ国際協力専門員の松

本重行氏に語っていただきます。「さぬき発 実践報告」では、讃岐地方の草の根からの楽しい国

際貢献の事例の数々と、香川大学の水危機解決へ向けた先端技術の一端をご紹介します。 

 一般市民の方々にもお楽しみいただける、完全日本語プログラムとなっております。 

お問い合わせ先 

� 香川大学 学術室 研究協力グループ  

� ＴＥＬ：０８７－８３２－１３１6  ＦＡＸ：０８７－８３２－1319 

� メール：tikyosenm@jim.ao.kagawa-u.ac.jp 






